(個表及びチェックリスト　様式⑨) 　この様式を変更しないでください。　　　　　　　　　受験番号：          
	2015年度日本文部科学省日本語日本文化研修生応募願書
	写真
(最近6カ月以内で
撮影した物、パスポート用写真)

	名前
	ハングル
	 
	兵役
（女性は免除にチェック）
	  □必　□未必 □免除　□その他
	

	
	漢字
	 
	生年月日
	
	

	
	ローマ字
	 
	メール
	          @
	

	連絡先
	[携帯番号]　　　　　　　　　　　　　　　　　[自宅電話]　
郵   -    　*現住所:
	


	緊急連絡先
	[本人との関係]　　　　　　[職場名]　　　　　　　　[メール]

[携帯番号]　　　　　　　　　　　　　　　　[自宅電話]　　
	

	留学希望大学 および分野
	希望

大学
	第1希望大学名
	
	専門研修分野
	ａ　□、　　ｂ　□

	
	
	第2希望大学名
	
	専門研修分野
	ａ　□、　　ｂ　□

	
	
	第3希望大学名
	
	専門研修分野
	ａ　□、　　ｂ　□

	
	内容
	日本で研究したい専攻分野の内容 
	

	学歴

（今年　4月2日 現在）
	学校情報
	卒業・卒業予定等
	成績平均(G.P.A.)
※必ず 100%(百分位)で記入

	
	区分
	学校名
	学部・学科名
	入学年月
	卒業年月（○チェック）
	

	
	高校
	
	
	　　　年　　月
	　　年　　月　卒業
	-

	
	大学
	*編入が苦闘ある場合記載
	*編入が苦闘ある場合記載
	　　　年　　月

	　　年　　月　卒業/卒業予定

	　　/100点満点


	
	修学年数　合計：小学校から今年の4月までの最終学歴まで計算して、　　　　年　　ヵ月間
＊例普通の大卒で、2月卒業、3月入学として計算すれば小学校6年、中3年、高3年、大学4年で、合計16年になる。休学等は修学年数には入らない。


	国籍
日本の査証
	国　　　籍：　
日本の査証：　
*国籍は現時点での国籍特に二重国籍等も記入。*査証は現在持っている日本の査証、永住・家族滞在等を記入
	希望出発空港

	
	
	ソウル
	釜山
	済州

	
	
	
	
	

	※ほかの奨学金関連
	※日本政府奨学金をもらったことがあるか? (ある□ なし□) ★ある場合; 奨学金名(                  )/期間(          -          )
※ほかの奨学金プログラムに応募または、志願しているか？ または、志願する予定があるのか？(ある□ なし□)
  ★ある場合; 奨学金名(             )/期間(       -       )、応募時期： 

	語学能力
	*各項目に、申請書と同じく 優、 良、可、不可を記入してください。
-日本語：　　、-英語：　　、-フランス語：　　、-ドイツ語：　　、-スペイン語：　　、-その他（　　　　）語：　　

	日本滞在期間
	　　　年　　月　　日　-　　　　年　　月　　日まで、小計　　年　月　日（目的：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　年　　月　　日　-　　　　年　　月　　日まで、小計　　年　月　日（目的：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　年　　月　　日　-　　　　年　　月　　日まで、小計　　年　月　日（目的：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
＊上記は滞在期間中最新期間と一番長く滞在した３項目だけを記録すること。　　　合計　　　年　　月　　 日間　滞在（上記３項目を含む全滞在日程）

	提出書類確認
	*提出したものは、Ⅴチェックしてください。
	原本
	写し
	*提出したものは、Ⅴチェックしてください。
	原本
	写し

	
	① 申請書
	3(*)
	Ⅴ
	-
	Ⅴ
	② 配置希望申請書
	1(*)
	Ⅴ
	2
	Ⅴ

	
	③ 在学大学の学業成績証明書
	1
	Ⅴ
	2
	Ⅴ
	④ 在学証明書
	1
	Ⅴ
	2
	Ⅴ

	
	写真(*)のところに付着
	5
	Ⅴ
	-
	Ⅴ
	⑤ 在学大学の長または指導教員の推薦状
	1
	Ⅴ
	2
	Ⅴ

	
	⑥ 健康診断書
	1
	Ⅴ
	2
	Ⅴ
	⑦ 日本語学習機関が1年以上であることの証明
	1
	Ⅴ
	2
	Ⅴ

	
	⑧ 日本語能力に関する資格証明書
	1
	Ⅴ
	2
	Ⅴ
	⑨ 表及びチェックリスト
	1(*)
	Ⅴ
	2
	Ⅴ

	
	⑩ 研究計画書
	1
	Ⅴ
	2
	Ⅴ
	⑪ パスポート写し
	0
	Ⅴ
	3
	Ⅴ

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	     2015年度日本文部科学省日本語日本文化研修生選考試験に応募したく、上記の内容がすべて事実てあることを約束します。
     　　2015.   .   .　                  応募者                     (印またはサイン)
駐韓日本大使館　公報文化院長殿　


①内容に間違えまたは嘘が見つかりましたら、今後こちらで主管する試験等に応募出来なくなる。②※表(ほかの奨学金関連)に内容盛れまたは間違えがあったら資格外にする。
③学歴欄の成績は、編入学また大学院等の場合、学校過程の全体平均成績だけを書く。④写真は、(*)のところに付着(写真の後ろに国名名前を記入の上付着すること)。　電子データの場合原本ファイルをメールにて送付すること。⑤ 日本語学習機関が1年以上であることの証明は、上記（２）で大学での日本語学習期間が通算１年以上を証明できない場合のみ
